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道　標

こ
で
は
、
イ
エ
ス
か
ら
出
発
し

て
最
終
は
、
「
ア
ダ
ム
、
そ
し

て
神
に
至
る
」
（
ル
カ
３
・

23
）
と
あ
り
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
系
図
の
表
記
の

仕
方
の
違
い
は
、
マ
タ
イ
の
方

は
旧
約
聖
書
を
熟
知
し
て
い
る

離
散
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
向
け
で
あ

り
、
ル
カ
の
方
は
、
ユ
ダ
ヤ
人

の
歴
史
を
知
ら
な
い
、
ギ
リ
シ

ャ
語
を
話
す
人
々
に
向
け
て
編

纂
さ
れ
た
か
ら
だ
と
言
え
ま

す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら

の
系
図
の
意
図
す
る
と
こ
ろ

は
、
イ
エ
ス
が
、
人
間
の
歴
史

に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
と
、
そ
の
誕
生
は
、
あ

る
日
突
然
、
無
計
画
に
天
か
ら

降
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

換
言
す
れ
ば
、
人
間
の
歴
史

の
中
に
神
が
介
入
し
て
き
た
と

主
張
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

し
、
さ
ら
に
、
人
類
が
、
こ
の

イ
エ
ス
の
出
自
に
も
っ
と
注
目

し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
望
も
う

か
が
え
ま
す
。
つ
ま
り
「
イ
エ

ス
は
、
ど
こ
か
ら
来
た
の

か
？
」
そ
し
て
「
誰
で
あ
る
の

か
？
」
と
の
問
い
か
け
で
す
。

さ
て
、
先
駆
者
ヨ
ハ
ネ
の
話

に
戻
り
ま
し
ょ
う
。
彼
は
、
イ

エ
ス
を
迎
え
る
た
め
に
は
律
法

に
立
ち
返
り
、
改
心
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
説
き
ま
す
。

教
会
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
前
に
待

降
節
を
設
け
て
改
心
と
犠
牲
を

信
者
に
求
め
る
の
は
、
先
駆
者

ヨ
ハ
ネ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
忠
実

で
あ
ろ
う
と
す
る
か
ら
で
す
。

彼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
核
心
は
、

律
法
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
で

す
。
そ
し
て
、
律
法
の
核
を
な

す
も
の
は
「
神
の
十
戒
」
で

す
。
「
十
戒
」
は
「
掟
」
と
ふ

つ
う
訳
さ
れ
ま
す
が
、
原
語
で

は
、
デ
カ
ロ
ー
グ
、
つ
ま
り
デ

カ
（
十
）
ロ
ー
グ
（
こ
と
ば
）

と
い
う
意
味
で
す
。
神
は
イ
ス

ラ
エ
ル
の
民
に
向
か
っ
て
話
さ

れ
た
、
十
箇
条
の
言
葉
と
い
う

意
味
で
す
。
旧
約
聖
書
の
中

で
、
「
十
戒
」
は
出
エ
ジ
プ
ト

記
20
章
、
申
命
記
５
章
に
収
録

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
お
読
み
く

だ
さ
い
。
神
様
の
心
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

私
た
ち
は
み
な
、
子
供
の
こ

教
区
の
み
な
さ
ま
お
元
気
で

し
ょ
う
か
？

今
回
は
ク
リ
ス
マ
ス
を
迎
え

る
準
備
と
し
て
、
洗
礼
者
ヨ
ハ

ネ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
こ
こ
ろ
に

留
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

彼
は
先
駆
者
ヨ
ハ
ネ
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
「
先
駆
者
」

と
は
、
イ
エ
ス
の
前
を
行
く

人
、
イ
エ
ス
の
誕
生
を
準
備
す

る
人
の
こ
と
で
す
。
で
は
、
イ

エ
ス
の
誕
生
を
準
備
し
た
人
は

彼
だ
け
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

マ
タ
イ
福
音
書
の
冒
頭
に

は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
系

図
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
系
図

は
イ
エ
ス
の
出
自
を
示
し
た
も

の
で
、
そ
の
最
初
の
人
物
は
ア

ブ
ラ
ハ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
イ
エ
ス
の
系
図
と

い
え
ば
、
ル
カ
福
音
書
に
も
あ

り
ま
す
。
（
ル
カ
３
・
23
）
そ

ろ
親
、
先
生
、
大
人
た
ち
か
ら

い
ろ
ん
な
事
柄
を
諭
さ
れ
て
育

っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
今
の

子
供
た
ち
も
そ
う
あ
る
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

「
十
戒
」
の
４
番
目
に
「
父

母
を
敬
え
」
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。
１
～
３
戒
は
神
に
対
す

る
に
人
間
の
務
め
で
す
が
、
道

徳
的
務
め
の
５
～
10
戒
の
間
に

こ
の
４
戒
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
人
間
の
神
へ
の
務
め
と
人

間
間
の
務
め
の
橋
渡
し
と
い
う

か
、
ち
ょ
う
つ
が
い
の
よ
う
な

立
場
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

つ
ま
り
、
「
父
母
を
敬
え
」
と

い
う
務
め
は
、
神
側
か
ら
す
る

と
、
「
父
母
は
神
の
代
理
者
だ

か
ら
、
子
供
は
父
母
を
敬
う
べ

き
で
あ
る
」
と
し
、
子
供
の
側

か
ら
す
る
と
「
父
母
を
通
し

て
、
神
を
敬
う
こ
と
を
教
わ
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
風
に

捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
神
の
十
戒
」
の
各
戒
に
つ

い
て
家
族
間
で
話
し
合
っ
て
み

る
の
も
待
降
節
の
有
意
義
な
過

ご
し
方
の
一
つ
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
よ
い
ク
リ
ス
マ
ス
を
お

迎
え
く
だ
さ
い
。

鹿
児
島
教
区
司
教

中

野

裕

明

救
い
主
の
到
来
に
備
え
る

司教の手紙

で
開
か
れ
た
。
毎
年
、
北
薩
地

区
の
信
者
を
中
心
に
２
０
０
人

余
が
駆
け
つ
け
る
同
殉
教
祭
だ

が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

蔓
延
を
危
惧
し
、
地
元
川
内
教

会
の
信
者
の
み
の
参
列
で
の
開

催
と
な
っ
た
。

福
者
レ
オ
七
右
衛
門
殉
教
の

碑
前
で
の
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、

午
前
10
時
30
分
か
ら
始
め
ら
れ

た
ミ
サ
で
説
教
し
た
中
野
裕
明

司
教
は
、
レ
オ
が
生
き
た
時
代

背
景
を
解
説
し
た
上
で
「
福
者

レ
オ
は
キ
リ
ス
ト
と
出
会
い
、

真
理
を
発
見
し
た
。
真
理
と
は

罪
か
ら
の
自
由
の
こ
と
で
、
こ

の
世
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
。
七
右
衛
門
の
殉
教
は
己
の

幸
せ
を
突
き
詰
め
た
故
の
も

の
。
私
た
ち
も
現
代
で
は
血
こ

そ
流
す
こ
と
は
な
い
が
、
真
理

の
た
め
に
歩
み
を
続
け
よ
う
」

と
語
り
、
「
福
者
に
倣
っ
て
強

い
信
仰
を
持
と
う
」
と
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
送
っ
た
。

▼
責
任
役
員
会

11
月
９
日
（
月
）
午
前
、
教

区
本
部
で
責
任
役
員
会
が
開
催

さ
れ
、
２
０
１
９
年
度
教
区
会

計
決
算
、
２
０
２
０
年
度
の
予

算
が
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
教
区

の
就
業
規
則
改
訂
と
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
就
業
規
則
に
つ
い
て
も

検
討
さ
れ
、
承
認
を
受
け
た
。

こ
の
ほ
か
会
議
で
は
、
「
カ
ト

リ
ッ
ク
小
宿
祈
り
の
家
」
の
売

却
処
理
が
終
了
し
た
こ
と
に
つ

い
て
も
報
告
が
あ
っ
た
。

▼
司
祭
評
議
会

責
任
役
員
会
後
同
日
午
後
か

ら
開
か
れ
た
司
祭
評
議
会
で

は
、
来
年
１
月
開
催
の
司
祭
大

会
の
実
施
方
に
つ
い
て
話
し
合

わ
れ
た
ほ
か
、
来
年
度
の
行
事

予
定
等
に
つ
い
て
準
備
を
進
め

る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
。
ま

た
外
国
人
司
牧
に
つ
い
て
の
改

善
点
も
検
討
さ
れ
た
。

シ
ノ
ド
ス
ニ
ュ
ー
ス

▼
丸
野
六
雄
神
父
（
垂
水
教
会

主
任
司
祭
）
は
、
教
区
本
部

付
。
但
し
居
住
は
以
下
の
通

り
。
鹿
児
島
市
照
国
町
15
︱

16
︱
２
０
５

▼
泉
浩
二
神
父
（
鴨
池
教
会
主

任
司
祭
）
は
、
垂
水
教
会
管

理
者
を
兼
任

※
着
任
は
い
ず
れ
も
12
月
１
日

付 認
し
た
。

▼
典
礼
部
会

10
月
18
日
（
日
）
午
後
、
教

区
本
部
で
部
会
を
開
い
た
。
17

人
が
出
席
。
会
で
は
、
新
し
く

加
わ
っ
た
会
員
の
紹
介
が
あ
っ

た
後
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振

り
返
っ
た
。
そ
の
後
、
典
礼
に

つ
い
て
の
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ

を
実
施
。
ま
た
シ
ノ
ド
ス
提
言

の
具
体
化
に
つ
い
て
熱
心
に
意

見
を
交
わ
し
た
。

▼
奄
美
地
区
信
仰
部
会

９
月
20
日
（
日
）
午
後
、
聖

心
教
会
に
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
セ

ン
ー
で
２
度
目
の
部
会
を
開
い

た
。
出
席
者
は
４
人
。
会
で

は
、
小
教
区
司
牧
評
議
会
の
あ

り
方
、
「
聖
書
に
親
し
む
」
の

実
践
、
班
集
会
の
あ
り
方
に
つ

い
て
意
見
を
出
し
合
い
、
今
後

の
小
教
区
に
お
け
る
活
動
を
確

「
弱
い
立
場
に
置
か
れ
た

人
々
を
最
優
先
に
す
る
」
目
的
で

１
９
９
５
年
２
月
に
設
立
さ
れ
た

基
金
「
カ
リ
タ
ス
鹿
児
島
」
。

設
立
の
き
っ
か
け
は
、
教
区

が
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
高
齢

者
施
設
の
窮
状
を
救
う
た
め
だ
っ

た
。
数
年
後
、
同
高
齢
者
施
設
は

教
区
の
手
を
離
れ
る
こ
と
に
な
る

が
、
そ
の
後
も
教
区
で
は
ク
リ
ス

マ
ス
の
時
期
に
カ
リ
タ
ス
鹿
児
島

へ
の
献
金
を
お
願
い
し
、
教
区
に

あ
る
児
童
養
護
施
設
を
援
助
し
て

い
る
。

教
区
で
は
、
こ
の
カ
リ
タ
ス

鹿
児
島
の
働
き
を
見
直
し
、
今
後

は
児
童
養
護
施
設
の
援
助
に
と
ど

め
ず
、
災
害
や
苦
し
ん
で
い
る
人

た
ち
の
た
め
に
も
援
助
で
き
る
よ

う
に
基
金
を
充
実
さ
せ
た
い
と
し

12
月
６
日
は
宣
教
地
召
命
促
進
の
日
（
献
金
）

キ
リ
ス
ト
を
知
ら
な
い
人
に
救
い
の
福
音
を
伝
え
る
こ
と

は
、
キ
リ
ス
ト
者
一
人
ひ
と
り
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
り
、

神
か
ら
の
呼
び
か
け
に
こ
た
え
る
こ
と
（
召
命
）
で
す
。
そ
れ

ゆ
え
、
宣
教
地
で
あ
る
日
本
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
信
徒
が
そ

の
使
命
を
果
た
せ
る
よ
う
、
ま
た
宣
教
に
従
事
す
る
司
祭
・
修

道
者
が
よ
り
い
っ
そ
う
増
え
る
よ
う
祈
る
こ
と
は
、
と
て
も
大

切
な
こ
と
で
す
。

こ
の
日
、
わ
た
し
た
ち
は
、
世
界
中
の
宣
教
地
に
お
け
る
召

命
促
進
の
た
め
に
祈
り
、
犠
牲
を
さ
さ
げ
ま
す
。
当
日
の
献
金

は
ロ
ー
マ
教
皇
庁
に
集
め
ら
れ
、
全
世
界
の
宣
教
地
の
司
祭
養

成
の
た
め
の
援
助
金
と
し
て
送
ら
れ
ま
す
。

揺
る
が
な
い
信
仰
の
ゆ
え

に
、
受
洗
後
わ
ず
か
４
か
月
足

ら
ず
で
殉
教
し
た
福
者
レ
オ
税

所
七
右
衛
門
を
称
え
る
殉
教
祭

が
11
月
15
日
（
日
）
川
内
教
会

て
い
る
。
ま
た
中
野
裕
明
司
教
は

「
ク
リ
ス
マ
ス
時
期
に
教
区
内
の

小
教
区
に
は
協
力
を
お
願
い
し
て

い
る
が
、
こ
の
時
期
に
限
ら
ず
、

い
つ
で
も
個
人
、
団
体
か
ら
の
寄

付
を
受
け
付
け
、
弱
い
立
場
に
あ

る
人
の
助
け
に
し
た
い
」
と
改
め

て
協
力
を
訴
え
た
。

集
め
ら
れ
た
献
金
は
、
カ
リ

タ
ス
鹿
児
島
（
担
当
・
川
口
茂
終

身
助
祭
）
で
援
助
先
を
検
討
し
、

役
立
て
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。

協
力
の
お
願
い

カ
リ
タ
ス
鹿
児
島

真
理
を
求
め
た
福
者
に
倣
う

福
者
レ
オ
七
右
衛
門
殉
教
祭

教
区
人
事

責
任
役
員
会
と

司
祭
評
議
会

あなたの心を届けよう
カリタス鹿児島

郵便振替口座をご利用ください。
口座番号：02030−2−8359
加入者名：カトリック鹿児島司教区
※通信欄に「カリタス鹿児島」と
明記してください。
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11
月
８
日
（
日
）
午
後
、

カ
ト
リ
ッ
ク
唐
湊
墓
地
で
死

者
の
た
め
の
ミ
サ
が
さ
さ
げ

ら
れ
た
。
こ
の
日
、
中
野
司

教
と
ミ
サ
を
共
同
司
式
し
た

の
は
小
隈
、
末
吉
、
泉
、
ア

ン
ト
ニ
オ
、
ビ
ア
ン
ネ
、
霧

島
の
６
人
の
司
祭
。
ミ
サ
が

さ
さ
げ
ら
れ
た
司
祭
墓
地
前

広
場
に
は
、
約
60
人
の
信
者

が
集
い
、
今
は
亡
き
、
親
、

兄
弟
姉
妹
、
恩
人
た
ち
の
永

遠
の
安
息
を
祈
っ
た
。

霧
島
彬
神
父
に
よ
る
福
音

朗
読
後
に
説
教
し
た
中
野
司

教
は
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
が

そ
の
著
書
「
告
白
」
の
中
で

記
憶
の
大
切
さ
に
つ
い
て
触

れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、

今
年
の
５
月
に
帰
天
し
た
母

親
の
こ
と
、
先
輩
司
祭
た
ち

の
働
き
に
感
謝
し
た
。
そ
の

上
で
中
野
司
教
は
「
道
で
あ

り
、
真
理
で
あ
り
、
い
の
ち

で
あ
る
信
仰
を
先
達
か
ら
受

け
継
い
だ
よ
う
に
私
た
ち
も

子
ど
も
や
周
囲
の
人
々
に
伝

え
て
い
こ
う
」
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
っ
た
。

ミ
サ
の
終
わ
り
に
は
、
墓

地
に
眠
っ
て
い
る
恩
人
た
ち

の
永
遠
の
安
息
と
洗
礼
の
思

い
を
心
に
刻
む
た
め
に
聖
水

を
撒
き
、
献
香
し
た
。

な
お
奄
美
大
島
で
は
11
月

１
日
（
日
）
、
名
瀬
納
骨
堂

前
広
場
（
奄
美
市
名
瀬
永
田

町
）
で
死
者
の
た
め
の
ミ
サ

が
さ
さ
げ
ら
れ
た
。

死
者
の
た
め
の
ミ
サ
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今
年
４
月
、
鹿
児
島
教
区
は

「
性
虐
待
防
止
基
本
宣
言
」
を

行
い
「
性
的
虐
待
防
止
及
び
被

害
者
支
援
に
関
す
る
規
程
」
を

定
め
ま
し
た
。
こ
の
「
宣
言
」

の
中
で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

人
権
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
、
子
ど
も
へ
の
虐
待
や
家
庭

内
暴
力
等
の
問
題
に
取
り
組
み

「
予
防
教
育
」
を
推
進
す
る
こ

と
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
「
鹿
児
島
司
教
区
子

ど
も
と
女
性
人
権
相
談
室
」

は
、
家
庭
内
暴
力
や
ト
ラ
ウ
マ

（
精
神
的
外
傷
）
に
つ
い
て
専

門
的
・
実
践
的
な
養
成
研
修
を

受
け
た
２
人
が
、
各
小
教
区
に

「
出
前
研
修
」
の
た
め
出
向
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。

研
修
は
、
来
年
２
月
か
ら
原

則
毎
月
第
１
日
曜
日
、
主
日
の

ミ
サ
の
後
に
30
分
程
度
実
施
す

る
こ
と
と
し
、
第
一
回
目
は
紫

原
教
会
で
の
開
催
を
決
め
ま
し

た
。
担
当
者
は
澤
ヤ
エ
子
シ
ス

タ
ー
（
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
宣
教

修
道
女
会
）
と
山
口
寛
子
さ
ん

（
ザ
ビ
エ
ル
教
会
・
鹿
児
島
き

ぼ
う
の
電
話
事
務
局
）
。
よ
い

学
び
の
機
会
と
し
て
く
だ
さ

い
。
（
末
吉
卓
也
神
父
）

１
日
（
火
）
コ
ン
ベ
ン
ツ
ス
及
び
司
教
霊
名
ミ
サ
・
カ
テ
ド
ラ
ル
と

教
区
本
部
・
10
時

２
日
（
水
）
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
（
講
師
・
霧
島
怜
さ
ん
）
・
教
区
本

部
・
19
時

３
日
（
木
）
日
本
宣
教
の
保
護
者
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
司
祭

▼
中
野
裕
明
司
教
、
丸
野
六
雄
神
父
霊
名
（
聖
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
）

▼
小
川
靖
忠
神
父
叙
階
記
念
（
１
９
７
２
年
）

６
日
（
日
）
待
降
節
第
２
主
日

▼
貴
島
丈
弥
神
父
叙
階
記
念
（
２
０
１
５
年
）

▼
宣
教
地
召
命
促
進
の
日
（
献
金
）

７
日
（
月
）
ヴ
ィ
デ
ン
マ
ン
神
父
命
日
（
２
０
０
６
年
）

▼
防
災
対
応
研
修
会
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
・
13
時
30
分

８
日
（
火
）
無
原
罪
の
聖
マ
リ
ア

10
日
（
木
）
糸
永
真
一
司
教
命
日
（
２
０
１
６
年
）

13
日
（
日
）
待
降
節
第
３
主
日

▼
徳
之
島
選
任
式

14
日
（
月
）
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
会
例
会

15
日
（
火
）
木
陰
実
神
父
命
日
（
２
０
１
９
年
）

19
日
（
土
）
有
馬
信
茂
神
父
命
日
（
２
０
０
７
年
）

▼
正
義
と
平
和
協
議
会
・
教
区
本
部
・
13
時

▼
青
年
会
・
教
区
本
部
・
18
時
30
分

▼
池
上
聖
行
終
身
助
祭
叙
階
記
念
（
２
０
１
０
年
）

20
日
（
日
）
待
降
節
第
４
主
日

▼
レ
ジ
オ
マ
リ
エ
鹿
児
島
コ
ミ
チ
ウ
ム
・
谷
山
教
会
・
14
時

▼
玉
里
教
会
堅
信
式

23
日
（
水
）
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
19
時

▼
松
永
正
男
神
父
叙
階
記
念
（
１
９
６
９
年
）

25
日
（
金
）
主
の
降
誕

26
日
（
土
）
聖
ス
テ
フ
ァ
ノ
殉
教
者

27
日
（
日
）
聖
家
族

▼
オ
リ
ー
ブ
の
会
及
び
共
に
こ
の
道
・
教
区
本
部
・
14
時

▼
寝
占
敦
之
神
父
、
山
口
好
信
神
父
、
末
吉
卓
也
神
父
、

川
口
茂
終
身
助
祭
霊
名
（
使
徒
ヨ
ハ
ネ
）

28
日
（
月
）
幼
子
殉
教
者

29
日
（
火
）
霧
島
彬
神
父
叙
階
記
念
（
２
０
１
８
年
）

〔
司
教
日
程
〕
１
日
コ
ン
ベ
ン
ツ
ス
及
び
ミ
サ
、
９
～
10
日
臨
時
司

教
総
会
（
東
京
）
、
12
～
13
日
選
任
式
（
徳
之
島
）
、
15
～
16
日
福

岡
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
、
20
日
玉
里
教
会
堅
信
式
、
23
日
中
野
ア
カ

デ
ミ
ー
、
24
日
ク
リ
ス
マ
ス
夜
半
ミ
サ
（
カ
テ
ド
ラ
ル
）

祈
り
の
意
向

【
祈
祷
の
使
徒
会
】
 

福
音
宣
教

祈
り
の
生
活

日
本
の
教
会
　
い
の
ち
へ
の
ま
な
ざ
し

「
降
誕
祭
ミ
サ
に
つ
い
て
」

ザ
ビ
エ
ル
教
会

ク
リ
ス
マ
ス
の
12
月
24
日
夜
半
の
ミ
サ
及
び
25
日
日
中
の
ミ
サ
に

は
、
他
の
小
教
区
か
ら
の
参
列
は
で
き
ま
せ
ん
。
24
日
の
司
教
ミ
サ

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
ご
参
列
く
だ
さ
い
。

洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
を
生
む
話
が
あ

る
の
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
マ

リ
ア
様
が
エ
リ
ザ
ベ
ト
を
訪
問

し
た
と
い
う
話
は
旧
約
と
新
約

の
繋
ぎ
目
で
あ
り
、
時
代
の
変

遷
を
意
味
し
て
い
る
と
も
言
え

ま
す
。

処
女
懐
胎
は
高
齢
や
不
妊

の
女
が
身
籠
る
よ
り
も
遥
か
に

驚
く
べ
き
こ
と
で
す
。
そ
こ
に

神
様
の
具
体
的
な
啓
示
を
見
る

イ
エ
ス
様
の
御
降
誕
と
は
人
類

の
歴
史
が
神
の
救
済
史
で
あ
る

こ
と
の
現
れ
で
す
。
神
様
の
救

い
と
は
人
間
の
力
に
よ
っ
て
得

ら
れ
る
も
の
で
は
く
、
神
様
か

ら
の
ま
っ
た
く
の
恵
み
で
す
。

実
に
イ
エ
ス
様
の
御
言
葉
も
御

業
も
こ
の
こ
と
を
具
体
的
に
表

わ
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
イ
エ
ス
様
は

神
様
の
自
己
啓
示
の
充
満
で
あ

る
と
言
わ
れ
る
の
で
す
。
御
降

誕
を
お
祝
い
す
る
こ
の
時
期

に
、
神
様
の
救
い
の
御
業
が
マ

リ
ア
様
と
イ
エ
ス
様
を
通
じ
て

新
た
に
現
れ
た
こ
と
に
思
い
を

馳
せ
た
い
も
の
で
す
。

こ
と
が
で
き
ま
す
。つ
ま
り
、処

女
懐
胎
と
は
旧
約
聖
書
の
メ
シ

ア
預
言
の
成
就
と
し
て
、
①
神

の
救
い
の
御
業
の
根
源
的
な
新

た
な
始
ま
り
。
②
罪
に
ま
み
れ

た
人
類
の
歴
史
の
終
焉
。
③
神

の
独
り
子
に
よ
り
救
わ
れ
る
歴

史
の
始
ま
り
。
と
い
っ
た
こ
と

を
意
味
す
る
の
で
す
。
で
あ
れ

ば
、
イ
エ
ス
様
が
お
生
ま
れ
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
イ
エ
ス

様
ご
自
身
が
語
ら
れ
る
よ
う
に

神
様
の
意
志
で
あ
り
、
こ
の
世

的
な
出
来
事
と
は
一
線
を
画
す

る
も
の
な
の
で
す
（
ヨ
ハ
ネ

５
・
30
、
６
・
38
参
照
）。

マ
リ
ア
様
の
処
女
懐
胎
と

毎
年
、
御
降
誕
を
迎
え
る
に

あ
た
り
マ
リ
ア
様
の
処
女
懐
胎

の
事
実
性
が
気
に
な
る
方
も
お

ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。確
か
に
、現
実
問
題
と
し
て

は
理
解
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。し
か
し
、神
の
救
い
と
い

う
観
点
と
旧
約
聖
書
か
ら
こ
の

信
じ
ら
れ
な
い
出
来
事
を
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

旧
約
聖
書
に
は
高
齢
の
女

性
や
不
妊
の
女
と
言
わ
れ
て
い

た
女
性
が
神
様
の
憐
れ
み
と
恵

み
に
よ
っ
て
男
の
子
を
身
籠
る

話
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
ま
す
。

具
体
的
に
は
90
歳
の
サ
ラ
が
イ

サ
ク
を
生
む
話
（
創
世
記
17
・

15
～
19
、
21
・
１
～
２
参
照
）、

不
妊
の
ラ
ケ
ル
が
ヨ
セ
フ
を
生

む
話
（
創
世
記
30
・
22
～
24
参

照
）、マ
ノ
ア
の
不
妊
の
妻
が
サ

ム
ソ
ン
を
生
む
話
（
士
師
記

13
・
２
～
24
参
照
）、不
妊
の
ハ

ン
ナ
が
サ
ム
エ
ル
を
生
む
話

（
サ
ム
エ
ル
記
上
１
・
２
～
20

参
照
）が
そ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
同
じ
く
不

妊
の
女
で
あ
る
エ
リ
ザ
ベ
ト
が

神
の
救
済
史
と
処
女
懐
胎

《
康
由
神
父
の
聖
書
教
室
㉜
》

会

と

催

し

12
月

●
人
権
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
る
「
出
前
研
修
」

2019年　鹿児島教区教勢
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さ
れ
、
「
宗
像
福
音
の
会
」
の

方
々
約
20
人
が
二
足
の
わ
ら
じ

（
一
足
は
自
分
た
ち
の
小
教

区
）
を
履
い
て
ミ
サ
に
参
加
し

守
っ
て
い
ま
す
。

聖
堂
は
旧
鹿
児
島
カ
テ
ド
ラ

ル
・
ザ
ビ
エ
ル
記
念
聖
堂
で

す
。
み
ん
な
で
大
切
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
お
便
り
し

ま
す
。
 （
11
月
６
日
　
記
）

電
話
相
談
室
の

前
の
壁
に
「
喜
ぶ

者
と
い
っ
し
ょ
に

喜
び
、
泣
く
者
と

い
っ
し
ょ
に
泣
き

な
さ
い
」
と
の
聖

書
の
言
葉
が
掛
か

っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
見
な
が
ら
今

日
も
相
談
者
の
電

話
に
し
っ
か
り
耳

を
傾
け
、
お
話
を

聴
け
ま
す
よ
う
に

と
祈
り
な
が
ら
電
話
に
向
か
い

ま
す
。

20
年
前
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

養
成
講
座
を
受
講
し
、
先
生
方

に
「
人
に
寄
り
添
い
共
感
す
る

こ
と
が
い
か
に
大
切
か
」
を
教

え
て
い
た
だ
き
、
目
が
覚
め
る

よ
う
な
思
い
で
し
た
。
そ
れ
ま

で
日
常
生
活
の
中
で
な
ん
と
い

い
加
減
に
人
の
話
を
聞
い
て
い

た
か
に
気
づ
き
、
「
よ
り
よ
く

生
き
る
上
で
大
切
で
貴
重
な
お

話
を
、
子
育
て
時
代
に
聞
い
て

い
た
ら
、
も
っ
と
よ
い
母
親
に

な
れ
た
だ
ろ
う
」
と
悔
や
む
ば

か
り
で
し
た
。

相
談
員
に
な
り
、
電
話
を
く

だ
さ
る
方
の
お
話
を
尊
重
し
、

療
従
事
者
た
ち
は
一
つ
で
も
多
く

の
命
を
救
お
う
と
尽
力
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
は
心
か

ら
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
も
先
進

諸
国
に
お
け
る
現
状
で
、
そ
う
で

な
い
国
で
の
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
、

罹
患
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
情
報
を

持
っ
て
い
な
い
、
自
分
以
外
の
国

こ
と
に
は
あ
ま
り
興
味
が
な
い
と

い
う
の
も
認
め
ざ
る
を
え
ま
せ

ん
。今

、
手
も
と
に
カ
ト
リ
ッ
ク

中
央
協
議
会
か
ら
出
さ
れ
た
「
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
選
択
」
と
い
う

本
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

が
３
月
27
日
か
ら
４
月
22
日
に
か

け
て
語
ら
れ
た
８
つ
の
文
書
を
収

め
た
も
の
で
す
。

同
本
の
「
序
」
を
書
か
れ
た

マ
イ
ケ
ル
・
ツ
ァ
ー
ニ
ー
枢
機
卿

は
こ
の
文
書
か
ら
「
こ
の
人
類
の

危
機
か
ら
生
ま
れ
う
る
、
よ
り
良

い
世
界
を
築
く
た
め
の
方
向
性
、

手
掛
か
り
、
指
針
の
提
言
」
「
こ

れ
ほ
ど
の
過
酷
な
苦
し
み
と
困
惑

の
た
だ
中
に
あ
っ
て
す
ら
、
希
望

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延

に
よ
っ
て
、
私
た
ち
は
「
人
間
の

無
力
さ
」
を
思
い
知
ら
さ
れ
て
い

ま
す
。
毎
日
の
よ
う
に
多
く
の
方

が
感
染
し
、
そ
し
て
発
病
、
多
く

の
方
が
重
症
化
し
、
ま
た
あ
る
人

た
ち
は
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
学
者
た
ち
が
ワ

ク
チ
ン
や
特
効
薬
を
完
成
さ
せ
る

た
め
に
日
夜
、
努
力
を
続
け
、
医

の
種
を
蒔
く
こ
と
」
の
二
つ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
れ
る
と
記
し

て
い
ま
す
。

ロ
ベ
ル
ト
・
ア
ン
ド
レ
ス
・

ガ
ラ
ル
ド
氏
に
宛
て
た
書
簡
「
コ

ロ
ナ
後
へ
の
備
え
の
重
要
性
」
の

中
で
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
が

収
ま
っ
た
後
に
起
こ
る
で
あ
ろ
う

飢
餓
や
飢
え
、
暴
力
な
ど
社
会
を

侵
す
疫
病
に
対
す
る
準
備
の
必
要

性
を
訴
え
て
い
る
教
皇
は
、
こ
の

感
染
症
が
人
の
ぬ
く
も
り
だ
け
で

な
く
、
聖
体
の
秘
跡
や
ゆ
る
し
の

秘
跡
を
は
じ
め
と
す
る
諸
秘
跡
か

ら
慰
め
を
得
る
機
会
を
私
た
ち
か

ら
奪
っ
て
い
る
と
断
言
し
ま
す
。

そ
の
上
で
、
医
療
や
適
切
な
保
健

衛
生
を
得
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
貧
し
い
国
、
地
域
の
人
に

対
し
て
無
関
心
で
あ
っ
て
は
い
け

な
い
、
一
つ
の
家
族
と
し
て
向
き

合
う
べ
き
時
が
来
て
お
り
エ
ゴ
イ

ズ
ム
の
時
で
は
な
い
、
分
裂
し
て

い
る
時
で
は
な
い
、
自
分
た
ち
が

直
面
し
て
い
る
危
機
を
理
由
に
他

の
緊
急
事
態
（
世
界
中
で
起
こ
っ

て
い
る
人
道
危
機
や
紛
争
、
干
ば

つ
、
難
民
）
を
忘
れ
る
時
で
は
な

い
と
「
無
関
心
、
利
己
主
義
、
分

裂
、
忘
却
ど
れ
も
今
は
聞
き
た
く

な
い
」
と
訴
え
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
よ
り
悪
質

な
「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」
と
い
う
ウ
イ

ル
ス
に
侵
さ
れ
な
い
よ
う
、
神
と

共
に
い
る
と
い
う
新
し
い
生
き
方

を
選
択
し
よ
う
と
訴
え
ま
す
。
一

読
く
だ
さ
い
。

定
価
（
本
体
５
百
円
＋
税
）

司
教
様
は
じ
め
皆
さ
ま
お
元

気
で
一
日
一
日
を
大
切
に
歩
ん

で
お
ら
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
旧
ザ
ビ
エ
ル
聖
堂
再
生
に

当
た
っ
て
は
解
体
か
ら
再
建
ま

で
の
長
い
道
の
り
を
共
に
歩
み

ま
し
た
。
い
つ
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。

宗
像
ザ
ビ
エ
ル
聖
堂
に
つ
い

て
宗
教
法
人
カ
ト
リ
ッ
ク
福
岡

司
教
区
代
表
役
員
ア
ベ
イ
ヤ

司
教
様
か
ら
直
接
返
事
を
頂
き

ま
し
た
。
最
後
の
１
行
を
記
し

ま
す
。

「
決
議
 こ
れ
ま
で
の
結
論

と
同
じ
く
、
教
区
と
し
て
受
け

入
れ
る
こ
と
は
し
な
い
。
」

（
10
月
９
日
付
）

と
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
結
論
と
同
じ
く

と
あ
り
ま
す
の
は
、
福
岡
教
区

か
ら
御
受
難
修
道
会
に
す
で
に

伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。

私
は
８
月
21
日
（
金
）
に
直

接
ヨ
ゼ
フ
・
ア
ベ
イ
ヤ
司
教
に

引
き
受
け
ら
れ
な
い
理
由
を
聞

き
に
出
か
け
ま
し
た
。
す
る
と

司
教
様
は
「
私
が
福
岡
司
教
に

な
る
前
に
顧
問
会
で
す
で
に
決

ま
っ
て
い
た
。
そ
れ
な
ら
早
く

返
事
し
た
方
が
い
い
」
と
の
判

断
で
６
月
下
旬
に
し
た
そ
う
で

す
。
理
由
は
松
永
司
教
様
（
宮

原
司
教
様
の
前
の
司
教
）
の
判

断
を
顧
問
会
の
神
父
様
が
尊
重

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

「
司
教
様
に
汗
水
流
し
て
皆

ん
な
で
建
て
た
」
こ
と
を
申
し

上
げ
ま
し
た
ら
、
「
文
章
化
し

て
出
し
て
下
さ
い
。
顧
問
会
で

再
度
諮
り
ま
す
」
と
の
こ
と

で
、
８
月
27
日
に
持
参
し
ま
し

た
が
、
そ
の
結
果
が
先
に
記
し

た
通
り
で
す
。

御
受
難
修
道
会
で
は
12
月
末

に
福
岡
黙
想
の
家
の
営
業
を
終

了
し
ま
す
。
し
か
し
宗
像
修
道

院
は
残
り
ま
す
。
方
針
と
し
て

宗
像
修
道
院
か
ら
同
会
本
部
へ

聖
堂
の
管
轄
が
移
り
ま
す
。

聖
堂
は
美
し
い
姿
で
広
々
と

し
た
森
に
立
っ
て
い
ま
す
。
将

来
、
き
っ
と
宗
像
で
福
音
宣
教

の
役
割
を
担
う
こ
と
で
し
ょ

う
。
聖
堂
に
は
ご
聖
体
が
安
置

深
く
聴
き
共
感
し
寄
り
添
う
こ

と
で
、
は
じ
め
は
激
し
い
口
調

や
涙
声
だ
っ
た
方
が
、
徐
々
に

穏
や
か
に
な
っ
た
り
、
笑
い
声

を
立
て
た
り
、
ま
た
自
分
で
問

題
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
て
い

か
れ
る
様
子
を
幾
度
と
な
く
経

験
し
、
傾
聴
・
共
感
・
寄
り
添

う
こ
と
が
い
か
に
人
の
心
を
和

ま
せ
る
か
を
感
じ
て
い
ま
す
。

長
い
年
月
の
間
に
は
家
族
や

親
し
き
友
と
の
別
れ
、
体
調
不

良
な
ど
あ
り
「
自
分
が
健
全
で

な
い
と
し
っ
か
り
受
け
止
め
ら

れ
な
い
」
と
休
ん
だ
こ
と
も

度
々
で
相
談
員
と
し
て
は
ゆ
っ

く
り
少
し
ず
つ
の
歩
み
で
す
。

「
苦
し
む
方
の
支
え
に
」
と

の
思
い
で
始
め
た
相
談
員
で
す

が
、
傾
聴
・
理
解
し
よ
う
と
す

る
習
慣
を
身
に
つ
け
る
よ
う
心

が
け
た
こ
と
は
私
の
生
き
方
に

多
く
の
幸
い
を
も
た
ら
し
て
く

れ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
講
座

と
電
話
を
く
だ
さ
る
方
々
す
べ

て
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
一
つ
ひ
と
つ
の

電
話
を
大
切
に
、
相
談
者
に
寄

り
添
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

鹿
児
島
教
区
の
皆
様
へ

旧
ザ
ビ
エ
ル
聖
堂
の
今
後
に
つ
い
て

土

田

充

義

ザビエル聖堂再生に貢献された方々の
追　悼　ミ　サ

日時：12月3日（木）11時から
場所：福岡黙想の家ザビエル聖堂
司式：ベリオン・ルイ神父
問合：090-3882-1251　土田

受
話
器
の
向
こ
う
か
ら
③

傾聴の大切さ
内田 京子

教会と社会をつなぐ耳

鹿児島きぼうの電話
℡099-223-3399

月曜日〜金曜日

（９時〜16時/20〜23時）

おはら祭に参加しました！

コロナ禍で縮小された今年の第69回おはら祭
（11月3日）に主催者から参加依頼を受け、教区
のお祭り好き20人ほどが踊り連に加わった。一行
は鹿児島の繁華街をお揃いの法被に身を包み「カ
トリック教会ここにあり」とばかりに元気に踊り
歩いた。写真は名物花電車の前での記念撮影。

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の

「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
選
択
」

カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会

信
者
の
本
棚


